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「
あ
し
も
と
通
信
」
は
、
全
国
津
々
浦
々
に

発
送
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
み
な

さ
ま
の
地
域
の
春
の
訪
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
足

音
を
奏
で
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
？ 

  

い
よ
い
よ
春
本
番
、
草
木
も
芽
吹
き
、
本
来

な
ら
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
と
と
も
に
気
持
ち

も
盛
り
上
が
る
今
日
こ
の
頃
の
は
ず
な
の
で

す
が
、
私
の
気
持
ち
の
底
辺
に
は
、
ま
す
ま
す

加
速
す
る
「閉
塞
感
」
が
沈
殿
し
て
い
る
よ
う

で
す
。 

 
 

安
倍
内
閣
が
強
者
の
理
論
で
ご
り
押
し
で

決
め
て
い
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
案
、
閣
議
決

定
が
何
よ
り
こ
の
感
情
の
要
因
な
の
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
公
約
違
反
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の

推
進
、
特
定
秘
密
保
護
法
に
続
き
、
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
容
認
へ
の
環
境
整
備
も
着
々

と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
武
器
輸
出
三
原

則
」も
、
訳
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
「防
衛
装
備

移
転
三
原
則
」に
言
い
換
え
ら
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
軍
需
産
業
と
公
共
工
事
だ
け
を
活
発

に
す
れ
ば
、
美
し
い
日
本
に
な
る
と
思
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。 

  

極
め
つ
け
は
、
４
月
11
日
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
で
す
。
原
子

力
を
「
重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
」と
位
置

づ
け
、
規
制
基
準
に
適
合
す
れ
ば
再
稼
働
も

Ｏ
Ｋ
、
原
発
の
新
増
設
に
つ
い
て
も
否
定
せ

ず
、
核
燃
サ
イ
ク
ル
の
続
行
も
明
記
さ
れ
ま

し
た
。
地
震
に
よ
る
原
発
の
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
を

経
験
し
、
今
現
在
も
放
射
能
を
だ
だ
漏
れ

で
、
そ
の
収
束
の
め
ど
も
立
っ
て
い
な
い
の
に
、

こ
の
よ
う
な
計
画
を
立
て
た
安
倍
政
権
の
強

気
。
ま
ぎ
れ
も
な
く
、
国
民
の
「
命
」
よ
り
大

企
業
の
「利
益
」を
優
先
で
あ
り
、
私
た
ち
国

民
が
選
ん
で
し
ま
っ
た
政
権
な
の
で
す
。 

 
 

こ
の
空
い
た
口
が
ふ
さ
が
ら
な
い
よ
う
な
現

実
に
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
日
常
を
送
れ

ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 
 

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
は
、
現
政
権
へ
の
批
判
コ

メ
ン
ト
が
日
々
様
々
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
市
民
の
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
が
信
用
で

き
な
い
今
、
と
て
も
大
き
な
可
能
性
を
持
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
議
論
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

中
に
止
ま
っ
て
し
ま
い
、
結
果
と
し
て
閉
塞
感

を
助
長
し
て
し
ま
う
落
と
し
穴
で
あ
る
よ
う

に
感
じ
る
の
で
す
。 

  

「
閉
塞
感
」を
あ
き
ら
め
や
思
考
停
止
に

向
か
わ
せ
ず
、
希
望
に
変
え
て
い
く
た
め
の
具

体
的
な
次
の
一
手
に
つ
な
げ
る
に
は
、
リ
ア
ル

な
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
不
可
欠
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
地
域
で
と
も
に
行
動

す
る
仲
間
が
、
何
よ
り
も
大
切
で
あ
り
、
そ
の

行
動
が
「
点
」と
し
て
あ
ち
こ
ち
に
存
在
し
、

そ
れ
が
つ
な
が
っ
て
「
面
」
に
な
れ
ば
、
た
と
え

国
が
ひ
っ
く
り
返
る
よ
う
な
事
態
に
陥
っ
た
と

し
て
も
「命
」を
守
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と

思
う
の
で
す
。 

 
 

足
温
ネ
ッ
ト
は
、
人
の
「命
」や
も
の
の
「
命
」

を
何
よ
り
優
先
さ
せ
る
活
動
を
実
践
し
、
地

域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
『点
』
で
あ
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
『面
』に
つ
な
が
る
た
め
の

行
動
も
視
野
に
入
れ
て
、
次
の
一
手
の
一
翼

を
担
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

 
 

ち
ょ
っ
と
気
持
ち
が
落
ち
て
い
る
今
日
こ
の

頃
。
み
な
さ
ん
、
パ
ワ
ー
を
く
だ
さ
い
！ 

 

代
表
・奈
良
由
貴 

８ 市民電力連絡会が発足！ 

新刊のご紹介『地元で電気をつくる

本』／活動日誌 

７ 環境・エネルギー８行ニュース 

２ 日本で唯一発送配電が分離 

屋久島に見る電力自由化後の未来 

事務局長 山﨑求博 

１ 巻頭言・この国の閉塞感にはリア

ルな人とのつながりを 

代表 奈良由貴 

●もくじ● 

５ えどがわ市民発電プロジェクト

「えど・そら」だより 

理事 柳澤一郎 

東京電力・福島第一発電所のメルトダウン事故から３ヶ月後

脱原発を訴えた「えどがわ未来ウォーク」。色々な方が参加 

２０１４年度定期総会 
２０１４年５月２４日（土曜日） 

１３：００～１４：００ 

タワーホール船堀・４０１会議室 

１４：３０から記念セミナー「市民と地

域がエネルギーをつくる時代」開催 
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足元から地球温暖化を考える市民ネットえどがわ公式フェイスブック   https://www.facebook.com/sokuonnet 

 ２月21日、新宿にあるエコギャラリー新宿におい
て「市民電力連絡会」発足記念フォーラムが開催さ
れ、北海道や長野県、静岡県など遠方からの参加者を
含め、100名近い参加者で会場は満席になりました。 
 この連絡会は、首都圏を中心に市民･地域主導で比
較的小規模な再生可能エネルギー発電事業を手がけた
り、これから始めようとする個人･団体のネットワー
クとして設立準備が進められてきました。まず、市民
発電事業に動き出した活動団体がまとまり、活動事例
の共有や政府への政策提言など、もっと大きな力へと
発展させることができるのではないか。足温ネットも
参画しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
    

 基調講演いただいた和田武
さん（元立命館大学教授･調
達価格委員会委員）は、大企
業によるもうけ主義のメガ
ソーラーのために私たちが電
気料金を負担するのはおかし
い、市民･地域主導の再生可
能エネルギー発電によって地
域を豊かにすることができ
る、未来世代のために取り組
み、声をあげていこうと訴
え、参加者は熱心に耳を傾けていました。 
 ４月からは、市民発電事業をサポートするための連
続講座を開講します。市民電力の活動を行いたいと
思っている潜在的な人たちを発掘し、新たな活動をは
じめるきっかけを作り、市民電力の活動を広げて行
く、最初の一歩としたいと思います。関心のある皆さ
まのご参加、応援をお願いします。  
  

＜市民電力連絡会＞ 
http://peoplespowernetwork.jimdo.com 
FAX 03-5369-7970  
E-mail ppn2014info＠gmail.com（担当:山本） 
※年会費:個人･団体ともに1,000円 

 

新刊の 

ご紹介 

市民電力連絡会が発足！ 

12.23 生活クラブ生協4単協学習会に参加 

01.06 共産党都議団に出講 

01.15 第9回運営委員会 

01.17 福島県矢吹町町議が「えど･そら」2号機を視察 

01.27 地域生活研究所・公開研究会に出席 

01.28 川崎フューチャーネット学習会に出講 

01.29 江戸川人生大学に出講 

02.01 さようなら原発江戸川連絡会「さよなら！原発パネル 

    トーク～未来の希望、市民の選択」に参加 

02.11 地球温暖化問題学習会を開催 

02.19 第10回運営委員会 

02.21 市民電力連絡会発足記念フォーラムに参加 

03.03 映画「渡されたバトン～さよなら原発」上映会に参加 

03.08 気候ネットワーク・低炭素いちかわプロジェクトWSで 

    「えど・そら」報告 

03.09 原発いらない江東区のひとたちが「えど・そら」視察 

03.13 屋久島調査（～15） 

03.16 エネルギーシフトを実現する狛江の会学習会に出講 

03.19 JC総研シンポジウム「地域から取り組む再生可能エ 

    ネルギー」に参加 

04.12 パルシステム東京グリーン新電力事業設立１周年記 

    念シンポジウムに参加 

04.13 脱原発フォーラムに参加 

 足温ネット活動日誌 市民のエネルギーひろば･ねりま 
地元で電気をつくる本 
発行:ぶなのもり 
A5判 64ページ/価格：700円＋税 

 原発に頼らない社会やエネル

ギーのしくみを考え、活動するグ

ループ「市民のエネルギーひろば・

ねりま」が、再生可能エネルギーの

普及などをキーワードに、市民の力

で新しい時代の扉を開くための３回

連続講座をまとめたブックレット。各

地で取り組まれている市民参加に

よる地域エネルギー事業の紹介や

都内練馬区や世田谷区で作られた

コミュニティ発電所の建設ノウハウ

について書かれています。 

 ブックレットなので、あっという間

に読んでしまった「地元で電気をつ

くる本」。地域・市民主導による発電

事業に興味のある方には、手頃な

入門書と言えるでしょう。 

会
場
は
満
席
に 

 

   基調講演された和田武さん 
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●野辺地町直営で風力発電 
（2014.1.15 読売新聞･青森） 

 野辺地町が、町直営で風力発電所の設置を検

討していることがわかった。売電による財源確

保が狙いで、2016年4月の稼働を目指す。自

治体による売電目的の風力発電は県内初。町営

牧場に総工費約25億円をかけ、風車を3基設

置する。総出力7,500kWで発電した電力は東

北電力に売電、20年間稼働し最大約15億円の

収益を見込む。町民への利益還元も検討する。 
 

●再生エネが原子力上回る見通し 
（2014.1.16 日経新聞） 

 英石油大手BPは、15日に発表したエネル

ギー市場見通しで、2025年までに太陽光など

の再生可能エネルギーの供給が原子力を上回る

との予測を示した。非在来型のシェールガスな

どの生産も増え、新しいエネルギー源の生産量

は全体で年率6％のペースで増加。今後のエネ

ルギー生産の増加分のうち、4割以上を占める

とみている。 
 

●電力融通し合えば年1,700億円節約 
（2014.1.18 朝日新聞） 

 全国で電気をうまくやりとりすれば、年間で

約1,700億円の発電費用を減らせることが、経

済産業省の試算でわかった。石炭火力など低コ

ストの電源を優先して使い、全国で融通できれ

ば、石油や液化天然ガスの調達を減らせ、電気

料金は1％程度安くなる計算。実現には、周波

数を整える「変換設備」や送電網などを増強す

る必要がある。投資額は１兆円超を見込む。 
 

●パナソニック太陽光発電で新会社 
（2014.1.22 朝日新聞） 

 住宅の太陽光パネルで作られた電力をまとめ

て販売する事業に、パナソニックが乗り出す。

家庭からの買取価格は、電力会社の価格より高

く設定し、この夏から全国で買取を始める。電

力の小売りが完全自由化される2016年以降は

家庭への販売も手がけるという。太陽光パネル

を設置する住宅50万戸から電力を買い取る契

約を結び、200億円の売り上げを目指す。 
 

●太陽光発電の町民債が好評 
（2014.1.24 産経新聞） 

 鳥取県南部町が、メガソーラー整備のため町

民債（発行額１億円）の購入募集を始めたとこ

ろ、3日間で計約6千万円分の応募があった。

施設は、町が約5億６千万円で建設、出力約

1,500kWで６月に稼働予定だ。町は事業費の

一部に充てる目的で町民債を発行した。好評の

理由について、町は「再生可能エネルギーへの

関心が高いのでは」としている。 
 

●小田原で市民ファンドの募集始まる 
（2014.1.29 神奈川新聞） 

 再生エネの普及を目指す「ほうとくエネル

ギー」（小田原市）は、大規模太陽光発電所な

どの事業化に向けて市民ファンドの募集を始め

た。一口１０万円で目標額は１億円。志澤昌彦

副社長は「地域のお金を地域で回していくこと

で地域電力を根付かせていきたい。こうした事

業の目的を多くの市民に知ってもらうことが課

題だ」と話している。 

●韓国、原発増説へ 
（2014.1.28 読売新聞） 

 韓国政府は2035年までに、電力供給の原発

の比率を現在の26％から29％に引き上げるこ

とを決めた。韓国では、東京電力福島第一原発

事故以後、脱原発世論が高まった時期もあった

が、低コストで安定した電力供給を実現できる

原発を活用する。政府担当者は「価格が高い電

力の比率が高まれば国家経済に負担。エネル

ギー安全保障上も原発は重要」と説明した。 
 

●電力需給調整に準備組合設立 
（2014.1.31 サンケイビズ） 

 全国規模で電力需給を調整する広域系統運用

機関の設立に向け、民間電力会社などで構成す

る準備組合が30日発足した。2015年4月の

業務開始を目指す。準備組合には、電力大手や

新電力など48社が参加した。同日開いた設立

総会で、新機関の名称を「電力広域的運営推進

機関」とし、今年７月以降に経済産業相に対し

て設立認可を申請する。 
 

●電力債の優遇が自由化の妨げに 
（2014.2.4 東京新聞） 

 電力会社が有利な条件で社債（電力債）を発

行できるルールに批判が強まっている。電力会

社は全財産を返済の担保にでき、低コストでの

資金調達が可能。東電は原発事故被害者への賠

償金より、電力債返済を優先する。政府はこれ

を「東電を破綻させられない理由」に挙げる

が、阿部知子衆院議員は「大手電力の経営をい

びつにしている」と批判した。 
 

●ＦＩＴ回避可能費用を見直しへ 
（2014.2.7 電気新聞） 

 経済産業省は、固定価格買取制度に関する回

避可能費用の算定方法と制度運用の見直しに関

する検討に着手する。回避可能費用単価は原子

力も含めた全電源の運転平均単価を採用してい

るが、実態は原子力からの発電電力量がほぼな

く火力中心。「実態と比べ単価が低く抑えら

れ、国民負担が増している」との声が、一部与

党議員や学識経験者らからあがっている。 
 

●認定設備670件を取消へ 
（2014.2.14 日経新聞） 

 経済産業省は14日、固定価格買取制度で、

2012年度に認定を受けながら発電を始めてい

ない約4,700件のうち、土地･設備のいずれも

確保していなかった約670件の認定を取り消

す方向で検討に入った。悪質と判断すれば３月

にも取り消す。土地と設備のいずれか一方しか

準備していない約780件も、８月末までに両

方を確保しなければ認定を取り消す方針。 
 

●自治会主体の小水力発電計画 
（2014.2.19 神戸新聞） 

 兵庫県宍粟市の自治会が地域活性化を目指

し、小水力発電の事業化を計画している。同市

は、2014年度当初予算案に調査費を計上して

支援する。関西広域小水力利用推進協議会（京

都市）によると、自治会が主体となり、小水力

発電に取り組むのは兵庫県内で初めて。福知自

治会は今夏ごろ、発電を担う運営会社を設立。

完成時の最大出力は198kWを予定。 
 

●島根県議会がエネ条例案を否決 
（2014.3.6 読売新聞） 

 市民団体が8万3千人分の署名を添えて直接

請求し、県が提出した「再生エネ条例案」につ

いて、県議会総務委員会は５日、審議の結果、

「署名は重く受け止めるが、現実にそぐわな

い」として賛成少数で否決した。本会議でも否

決される見通し。総務委での否決を受け、市民

団体は「非常に残念。引き続き再生エネ推進の

必要性を県民に訴えたい」としている。 

●原発事故の損害額11兆円に 
（2014.3.11 NHK） 

 東京電力福島第一原発事故による除染や賠

償、廃炉などの損害額の最新の見通しを合計す

ると総額11兆1,600億円余りで、2年3か月前

の1.9倍余りとなっていることがわかった。一

方、人的被害の面でも増えており、福島県によ

ると、避難の長期化に伴って体調を崩すなどし

て死亡し、震災関連死に認定された人は1,671

人と、直接死より上回っている。 
 

●衆院議長が脱原発に言及 
（2014.3.11 東京新聞） 

 伊吹文明衆院議長は１１日、都内で開かれた

政府主催の東日本大震災３周年追悼式の式辞で

エネルギー政策に関し「電力を無尽蔵に使える

との前提に立ったライフスタイルを見直し、反

省し、省エネルギーの暮らしにかじを切らねば

ならない」と述べた。「脱原発は無責任」との

党の主張と一線を画した形だ。首相周辺から不

快感が出ており、波紋を広げそうだ。 
 

●世論調査で原発再稼働反対59％ 
（2014.3.18 朝日新聞） 

 朝日新聞社が実施した全国世論調査（電話）

で、原発運転再開の賛否を尋ねたところ、賛成

は28％で、反対の59％が上回った。男性は賛

成が39％、反対が51％だったのに対し、女性

は18％対66％と反対が圧倒的だった。脱原発

については、賛成が77％で、反対の14％を引

き離した。昨年7月､9月､今年1月の調査でも

反対は56％だった。 
 

●函館市、大間原発差し止め訴訟へ 
（2014.3.26 共同通信） 

 電源開発が建設中の大間原発をめぐり、北海

道函館市議会は２６日、国やＪパワーに建設中

止や原子炉設置許可の取消を求める提訴の議案

を全会一致で可決した。４月３日にも東京地裁

で提訴に踏み切る。工藤市長は「事故が起きれ

ば主要産業が壊滅的打撃を受ける。立地自治体

と同じリスクを背負うのに建設に同意する権利

がないのは不公平だ」と訴えていた。 
  

●首相、川内原発再稼働に言及 
（2014.3.28 時事通信） 

 安倍首相は２８日の参院本会議で、原子力規

制委員会が九州電力･川内原発（鹿児島県）の

安全審査を優先的に行うことに関し、「再稼働

に当たっては地元の理解を得ることが重要だ」

と述べた。首相が特定の原発について再稼働の

可能性に言及したのは初めて。共産党の仁比聡

平氏への答弁。仁比氏は、川内原発の事故に備

えた住民の避難計画が不十分だと批判した。 
 

●島根原発１号炉の廃炉も 
（2014.3.28 日経新聞） 

 中国電力の苅田知英社長は27日の記者会見

で、運転開始から40年を迎える島根原発１号

機について「廃炉という選択肢もある」と述べ

た。国は法律で原発の運転期間を原則40年と

しており、延長には原子力規制委員会の認可が

必要。東日本大震災後の規制基準厳格化で稼働

延長には巨額投資が必要なため、廃炉も視野に

検討を進めることにした。 
 

●温暖化の経済損失、収入の0.2～2.0％ 
（2014.3 31 日経新聞） 

 横浜市で開かれた国連の気候変動政府間パネ

ル（IPCC）総会は30日、報告書を了承し閉会

した。地球温暖化は全ての大陸と海洋で影響を

与えているとし、熱波による死者や病気の増加

など、影響が大きいと考えられるリスクを明示

した。温暖化対策費については、具体的な金額

を盛り込まず、世界経済への損失について「収

入の0.2～2.0％」との推計結果を盛り込む。 

環境・エネルギー 
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３
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
屋
久
島
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
屋
久
島
は
、
全
国
で
唯
一
電
力

会
社
が
電
力
供
給
を
し
て
お
ら
ず
、
民
間
企

業
の
水
力
発
電
に
よ
る
電
力
を
協
同
組
合
が

集
落
に
配
電
す
る
発
送
配
電
が
分
離
さ
れ
た

地
域
で
す
。
こ
こ
に
行
け
ば
、
地
域
主
導
に
よ

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
ヒ
ン
ト
が
得

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
…
期
待
を
込
め
て
の
訪

問
と
な
り
ま
し
た
。 

 

●
屋
久
島
の
電
源
開
発
史 

屋
久
島
は
周
囲
１
３
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
人

口
は
６
千
８
百
世
帯
１
万
３
千
余
人
。
屋
久
杉

に
見
ら
れ
る
豊
か
な
森
を
育
ん
で
き
た
豊
富

な
降
水
量
と
花
崗
岩
が
隆
起
し
て
で
き
た
急

峻
な
地
形
か
ら
、
水
力
発
電
が
で
き
な
い
か
と

い
う
議
論
は
戦
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
島
北
西

部
の
永
田
地
区
に
「
屋
久
島
水
力
電
気
」（
後

に
九
州
配
電
に
統
合
さ
れ
九
州
電
力
の
一
部

に
な
る
）
が
設
立
さ
れ
ま
す
。 

し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
地
域
で
は
、
集
落
単

位
の
組
合
が
小
規
模
な
水
力
発
電
機
を
導
入

し
細
々
と
電
灯
を
点
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、

島
東
部
の
安
房
地
区
で
は
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱

山
か
ら
電
力
供
給
を
受
け
て
い
ま
し
た
。 

戦
後
、
鹿
児
島
県
が
電
源
開
発
調
査
で
26

万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
水
力
発
電
が
可
能
と
の
結
果

を
出
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
電
力
を
使
っ
た
化

学
工
業
を
興
し
、
さ
ら
に
海
底
ケ
ー
ブ
ル
で
本

土
に
送
電
し
よ
う
と
、
鹿
児
島
県
や
九
州
電

力
、
大
手
化
学
メ
ー
カ
ー
の
出
資
に
よ
る
「
屋

久
島
電
気
興
業
株
式
会
社
」
が
１
９
５
２
年
に

設
立
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
会
社
の
設
立
要
綱
に

は
、
興
業
や
本
土
へ
の
送
電
の
ほ
か
「
各
集
落
の

協
同
組
合
的
各
自
家
用
に
充
つ
る
た
め
に
共

同
自
家
用
電
気
会
社
」と
い
う
目
的
も
あ
り

ま
し
た
。 

屋
久
島
電
気
興
業
は
、
鹿
児
島
県
が
所
有

す
る
安
房
川
の
水
利
権
を
得
て
電
源
開
発
に

着
手
し
、
１
９
５
３
年
に
建
設
工
事
用
電
力
を

ま
か
な
う
た
め
の
千
尋
滝
発
電
所
が
稼
働
を

始
め
、
１
９
６
０
年
に
は
安
房
川
第
一
発
電
所

が
稼
働
を
始
め
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
全
島
の

電
力
需
要
を
ま
か
な
う
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
１
９
５
８
年
に
社
名
を
屋
久
島
電
工

株
式
会
社
に
改
称
し
た
会
社
は
、
北
部
の
宮

之
浦
地
区
で
炭
化
珪
素
製
品
を
工
場
製
造
し

て
い
ま
す
。 

●
電
力
供
給
は
義
務
で
は
な
く
使
命 

 
 

屋
久
島
空
港
か
ら
車
で
20
分
、
安
房
川
に

沿
っ
て
山
に
入
り
か
け
た
中
腹
に
屋
久
島
電

工
の
安
房
川
第
二
発
電
所
は
あ
り
ま
す
。 

 

出
迎
え
て
く
れ
た
の
は
、
発
電
所
長
で
電
力

部
副
部
長
の
佐
々
木
さ
ん
で
す
。
ま
ず
、
発
電

所
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

 

千
尋
滝
発
電
所
と
安
房
川
第
一
発
電
所
に

続
き
、
第
二
発
電
所
が
建
設
さ
れ
た
の
は
１
９

７
３
年
の
こ
と
で
す
。
２
百
万
ト
ン
の
貯
水
能

力
を
持
つ
尾
立
ダ
ム
か
ら
取
水
さ
れ
た
水
で

第
一
発
電
所
が
発
電
し
、
そ
の
水
は
地
下
の
導

水
管
で
山
の
麓
ま
で
導
か
れ
第
二
発
電
所
で

再
度
発
電
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
第
二
発

電
所
は
地
下
に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
発
電
さ

れ
た
電
力
は
、
送
電
線
で
宮
之
浦
地
区
の
自

社
工
場
に
送
ら
れ
、
主
に
電
気
炉
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
３
つ
の
発
電
所
の
合
計
出
力
は
５

万
８
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。 

 

屋
久
島
電
工
で
発
電
さ
れ
る
年
間
発
電
量

の
う
ち
約
25
％
が
島
内
民
需
用
に
供
給
さ
れ

て
お
り
、
九
州
電
力（
北
西
部
）
、
上
屋
久
電

気
施
設
協
同
組
合（
北
部
）
、
安
房
電
気
利
用

組
合（
東
部
）
、
種
子
屋
久
農
協（
南
部
）で
そ

れ
ぞ
れ
受
電
し
て
各
家
庭
や
事
業
所
に
配
電

し
て
い
ま
す
。 

屋
久
島
電
工
は
電
力
会
社
で
は
な
い
の
で

電
気
事
業
法
上
の
供
給
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
佐
々
木
さ
ん
は
「こ
れ
ま
で
の
関

係
性
か
ら
社
会
的
使
命
と
し
て
供
給
し
て
い

る
」と
の
こ
と
で
し
た
。
ち
な
み
に
渇
水
な
ど
で

発
電
量
が
低
下
し
た
場
合
は
、
自
社
工
場
の

生
産
を
止
め
て
で
も
民
需
用
を
優
先
し
、
宮

之
浦
工
場
に
は
非
常
用
の
火
力
発
電
設
備
も

用
意
し
て
あ
る
そ
う
で
す
。 

地
下
の
発
電
所
へ
は
機
材
搬
入
用
ゴ
ン
ド
ラ

で
地
下
１
７
０
メ
ー
ト
ル
ま
で
降
り
て
い
き
ま

す
。
堅
い
花
崗
岩
を
く
り
ぬ
い
た
中
に
富
士
電

機
製
の
発
電
機
が
２
基
あ
り
ま
す
。
制
御
盤
の

あ
る
部
屋
で
、
電
力
の
需
給
調
整
に
つ
い
て
質

問
し
て
み
る
と
「
余
り
そ
う
な
場
合
は
第
二
発

電
所
で
出
力
調
整
を
す
る
が
、
そ
れ
で
も
余
っ

た
ら
捨
て
て
い
る
」と
の
こ
と
で
し
た
。 

配
電
事
業
者
へ
の
販
売
価
格
は
、
九
州
電
力

の
方
が
３
つ
の
組
合
よ
り
も
高
く
、
３
組
合
と

は
配
電
事
業
者
協
議
会
と
し
て
価
格
交
渉
を 

●
発
送
配
電
が
分
離
す
る
日
本
唯
一
の
場
所 

 
屋
久
島
に
見
る
電
力
自
由
化
後
の
未
来 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

事
務
局
長
・
山
﨑
求
博 
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行
っ
て
い
ま
す
。
以
前
、
老
朽
化
し
た
火
力
発

電
設
備
を
更
新
す
る
時
に
、
屋
久
島
電
工
は

売
電
価
格
を
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
当
た
り
１
円
50

銭
値
上
げ
し
た
い
と
申
し
出
ま
し
た
が
、
交
渉

の
結
果
60
銭
の
値
上
げ
を
12
年
間
行
う
こ
と

で
妥
結
し
ま
し
た
。
佐
々
木
さ
ん
は 

「
第
一
発
電
所
に
使
わ
れ
る
ペ
ル
ト
ン
水
車
は

１
基
７
千
万
円
も
か
か
る
が
、
８
年
ほ
ど
で
交

換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
補
助
金
な
ど
の
支

援
も
な
い
中
で
自
社
の
事
業
収
入
だ
け
で
回
し

て
い
く
の
は
大
変
だ
」 

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

●
わ
ず
か
千
世
帯
の
電
気
利
用
組
合 

 
 

発
電
所
か
ら
安
房
川
沿
い
に
下
っ
て
い
く
と

安
房
地
区
で
す
。
屋
久
島
で
二
番
目
に
大
き

な
集
落
で
、
島
内
で
も
早
く
か
ら
電
灯
が
と

も
っ
た
地
域
で
す
。
集
落
の
中
心
地
に
あ
る
安

房
電
気
利
用
組
合
は
、
安
房
地
区
約
千
世
帯

の
配
電
の
み
を
行
う
組
合
と
し
て
１
９
５
３
年

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

対
応
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
小
脇
組
合
長

を
は
じ
め
組
合
幹
部
の
皆
さ
ん
で
す
。
事
務
所

の
入
口
に
は
、
雷
の
直
撃
を
受
け
て
壊
れ
た
ト

ラ
ン
ス
が
展
示
さ
れ
、
事
務
所
の
中
に
は
安
房

地
区
に
配
電
す
る
配
電
網
の
地
図
が
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
。 

 
 

組
合
は
、
屋
久
島
電
工
第
二
発
電
所
か
ら

変
電
所
を
経
ず
に
直
接
配
電
し
て
い
ま
す
。

供
給
出
力
は
２
千
５
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
年
間
消

費
電
力
量
は
７
百
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
ほ
ど
で

す
。
卸
売
価
格
は
、
基
本
料
金
が
キ
ロ
ワ
ッ
ト

あ
た
り
７
４
８
円
46

銭
、
従
量
料
金
が
キ
ロ

ワ
ッ
ト
時
あ
た
り
11
円
86
銭
で
、
月
９
４
０
万

円
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
ざ
っ
と
収
支
を
試
算
し

て
み
る
と
、
年
間
約
１
・
１
億
円
で
電
気
を
仕

入
れ
て
、
電
気
料
金
収
入
は
約
１
・
５
億
円（
７

百
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時×

22
円
）
、
差
し
引
き
４

千
万
円
の
収
益
が
出
て
い
る
計
算
で
す
。 

 

町
役
場
や
農
協
の
幹
部
を
務
め
た
小
脇
組

合
長
は
、
配
電
事
業
者
協
議
会
の
会
長
を
務

め
て
お
り
、
組
合
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。 

「
屋
久
島
電
工
が
発
電
所
を
建
設
す
る
際
に
、

安
房
地
区
の
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
が
必

要
で
し
た
。
地
区
の
電
気
特
別
委
員
会
で
余

剰
電
力
の
配
電
を
求
め
て
鹿
児
島
県
や
九
州

通
産
局
に
陳
情
し
た
結
果
、
地
元
の
理
解
と

協
力
の
見
返
り
に
電
力
供
給
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
」 

 
 

地
区
の
住
民
た
ち
は
組
合
に
１
口
２
千
円
で

出
資
し
た
り
労
務
を
提
供
す
る
な
ど
し
て
組

合
員
と
な
り
、
現
在
は
正
組
合
員
が
２
２
０

名
、
准
組
合
員
が
６
０
０
名
い
ま
す
。
安
房
地

区
に
転
居
し
て
き
た
住
民
は
准
組
合
員
と
し

て
１
万
円
を
加
入
金
と
し
て
預
か
り
、
再
び
転

居
す
る
際
に
必
要
経
費
を
差
し
引
い
て
返
還

す
る
そ
う
で
す
。 

 
 

そ
し
て
、
組
合
は
収
益
の
中
か
ら
公
民
館
の

運
営
費
や
街
路
灯
の
整
備
、
敬
老
会
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
賞
品
の
提
供
を
行
う
ほ
か
、
組
合
員

へ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
も
し
て
い
ま
す
。
ま
た
設

立
60
周
年
を
迎
え
た
昨
年
の
周
年
行
事
に
は

八
代
亜
紀
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
た
そ
う
で

す
。
地
域
に
対
す
る
貢
献
は
大
き
な
も
の
が
あ

り
、
そ
れ
だ
け
の
こ
と
が
で
き
る
も
の
な
の
か
と

感
嘆
す
る
思
い
で
し
た
。 

 

●
国
の
指
導
で
農
協
が
配
電
事
業 

宿
泊
し
た
民
宿
は
南
部
の
原
集
落
に
あ

り
、
種
子
屋
久
農
協
が
配
電
し
て
い
る
地
域
で

す
。
こ
こ
で
、
民
宿
の
ご
主
人
や
屋
久
島
在
住

の
作
家
・星
川
淳
さ
ん
か
ら
実
際
の
電
気
事
情

に
つ
い
て
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
事
故
停
電
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な

く
、
過
去
に
は
11
時
間
も
停
電
が
続
い
た
こ

と
が
あ
っ
た
り
、
配
電
線
の
終
点
で
は
電
圧
が

不
安
定
で
パ
ソ
コ
ン
や
音
響
機
器
が
使
え
な

か
っ
た
り
し
た
そ
う
で
す
。
現
在
も
変
電
所
の

定
期
点
検
で
年
間
数
回
夜
間
停
電
す
る
そ
う

で
、
そ
の
場
合
は
冷
蔵
庫
を
開
け
ず
に
待
つ
な

ど
、
住
民
も
停
電
に
慣
れ
っ
こ
の
よ
う
で
し
た
。 

翌
日
、
屋
久
島
南
部
に
配
電
し
て
い
る
種

子
屋
久
農
協
の
尾
之
間
変
電
所
を
訪
ね
、
農

協
組
合
員
課
の
電
気
主
任
技
術
者
で
あ
る
日

高
吉
博
さ
ん
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

農
協
で
は
屋
久
島
電
工
か
ら
受
け
た
電
力
を

南
岳
変
電
所
と
尾
之
間
変
電
所
の
２
カ
所
か

ら
各
集
落
に
配
電
し
て
い
ま
す
。
供
給
出
力
は

６
千
４
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
す
。 

「
農
協
の
所
有
す
る
配
電
線
は
総
延
長
60
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
は
山
の
中
を

通
っ
て
い
た
た
め
、
倒
木
や
落
雷
に
よ
る
シ
ョ
ー

ト
で
停
電
す
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
91
年
に
７
億
円
か
け
て
道
路
沿
い
の
新

線
を
整
備
し
、
09
年
に
は
６
千
６
百
ボ
ル
ト
か

ら
２
万
ボ
ル
ト
で
送
電
で
き
る
よ
う
増
強
し
ま

し
た
」 

こ
れ
ら
の
設
備
増
強
は
、
農
林
水
産
省
か
ら
の

補
助
金
を
受
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
農

山
漁
村
電
気
導
入
促
進
法
に
基
づ
く
農
山
漁
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●
予
想
を
超
え
る
売
電
実
績    

 
 

「え
ど
・
そ
ら
」の
３
月
ま
で
の
発
電
実
績
が

出
ま
し
た
。（
表
参
照
）１
号
機
は
、
影
の
影
響

が
表
れ
た
12
月
、
１
月
に
続
い
て
２
月
も
予
測

を
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
大
雪
の
影
響

と
思
わ
れ
ま
す
。
雪
が
積
も
っ
て
も
パ
ネ
ル
の

取
付
け
角
度
が
大
き
け
れ
ば
滑
り
落
ち
ま
す

が
、
10
度
以
下
と
い
っ
た
小
さ
い
角
度
で
は
融

け
る
の
を
待
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
１
号
機
で

は
半
数
以
上
の
パ
ネ
ル
の
取
付
け
角
度
が
約
５

度
し
か
な
く
、
長
時
間
積
も
っ
て
い
た
も
の
と

推
察
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
２
号
機
の
方
は
取
付

け
角
度
が
20
度
あ
る
た
め
、
短
時
間
で
滑
り

落
ち
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
売
電
に
大

き
な
落
ち
込
み
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
 

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
地
面
に
設
置
す
る
場
合

（
野
立
て
と
呼
ば
れ
る
）
、
後
列（
北
側
）の
パ
ネ

ル
に
影
を
作
ら
な
い
た
め
角
度
を
余
り
つ
け
な

い
方
が
列
間
の
距
離
を
小
さ
く
で
き
て
土
地
の

利
用
効
率
が
高
い
の
で
す
が
、
雪
国
の
場
合
は

あ
る
程
度
角
度
を
つ
け
て
、
地
面
か
ら
の
高
さ

も
十
分
と
る
こ
と
が
通
常
行
わ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。
今
冬
の
積
雪
は
10
～
20
年
に
１
度
だ

と
か
、
山
梨
県
な
ど
で
は
観
測
史
上
最
高
だ

と
か
、
何
か
異
常
気
象
が
普
通
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
、
い
よ
い
よ
温
暖
化=

気
候
変
動
が
顕

著
に
な
っ
て
き
た
の
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

 
 

何
は
と
も
あ
れ
、
１
号
機
は
売
電
開
始
か
ら

１
年
経
ち
、
予
測
に
対
し
て
約
７
パ
ー
セ
ン
ト

多
く
売
電
で
き
ま
し
た
。
今
後
１
年
間
、
夏
の

高
温
と
冬
の
影
へ
の
対
策
を
施
し
、
売
電
実
績

の
上
積
み
を
目
指
し
ま
す
。 

●
視
察
や
交
流
が
相
次
ぐ 

 

年
が
明
け
て
か
ら
、
「
え
ど
・そ
ら
」
へ
の
視
察

や
他
地
域
で
の
取
り
組
み
と
の
交
流
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。 

 
 

視
察
の
受
け
入
れ
で
は
、
１
月
に
は
福
島
県

矢
吹
町
の
町
議
会
議
員
４
名
が
、
２
号
機
の
あ

る
ほ
っ
と
館
を
訪
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
３
月
に
は

お
隣
江
東
区
か
ら
「
原
発
い
ら
な
い
江
東
区
の

ひ
と
た
ち
」
が
１
号
機
の
あ
る
寿
光
院
を
訪
れ

ま
し
た
。 

 
 

事
例
報
告
で
は
、
１
月
に
川
崎
で
市
民
発
電

所
の
建
設
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
「
川
崎

フ
ュ
ー
ッ
チ
ャ
ー
ネ
ッ
ト
」
の
学
習
会
、
３
月
に

は
気
候
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
市
川
市
と
連
携
し
て

地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
む
「低
炭
素
い

ち
か
わ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
活
動
報
告
会
で
、
え

ど
・
そ
ら
の
運
営
手
法
や
資
金
調
達
な
ど
に
つ

い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

こ
の
ほ
か
、
市
民
電
力
に
つ
い
て
連
載
記
事

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
掲
載
し
て
い
る
フ
リ
ー

ラ
イ
タ
ー
の
高
橋
真
樹
さ
ん
か
ら
取
材
を
受

け
ま
し
た
し
、
昨
年
９
月
の
市
民
・
地
域
共
同

発
電
所
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実
行
委
員
会
か

ら
は
、
６
月
に
刊
行
す
る
『市
民
・
地
域
共
同

発
電
所
の
つ
く
り
方
』
へ
の
寄
稿
依
頼
が
あ
り
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
運
営
し
疑
似
私
募
債（
＝
借

入
）
で
資
金
調
達
を
行
っ
た
代
表
事
例
と
し
て

取
り
上
げ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。 

 
 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
買
取
価
格
は
、
太

陽
光
発
電
に
関
し
て
言
う
と
毎
年
引
き
下
げ

ら
れ
て
お
り
、
事
業
運
営
は
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
を
市
民
の
知
恵
で
乗
り

越
え
な
が
ら
、
市
民
・地
域
主
導
に
よ
る
発
電

事
業
の
発
展
に
寄
与
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

●えどがわ市民発電プロジェクト● 

「えど･そら」だより 
 

 私たちが、エネルギーを市民の手に取り戻し
エネルギー自治を実現すべく昨年末から取り組
んでいる「えどがわ市民発電プロジェクト“え
ど･そら”」。その状況について支援いただいて
いる皆さまに現在の状況についてご報告させて
いただきます。 

予測 実績 予測 実測 予測 実績 予測 実績 予測 実績 予測 実測 予測 実績 予測 実績

2013年4月 1,141 827 30 18 38.0 45.9 47,922 34,734 0 0 0 0 ##### ##### 0

2013年5月 1,322 1,585 31 31 42.6 51.1 55,524 66,570 0 0 0 0 ##### ##### 0

2013年6月 1,062 1,007 30 28 35.4 36.0 44,604 42,294 0 0 0 0 ##### ##### 0

2013年7月 1,209 1,296 31 32 39.0 40.5 50,778 54,432 1,177 942 31 18 38.0 52.3 49,434 39,564

2013年8月 1,322 1,285 31 31 42.6 41.5 55,524 53,970 1,311 1554 31 31 42.3 50.1 55,062 65,268

2013年9月 938 1,280 30 32 31.3 40.0 39,396 53,760 981 1521 30 32 32.7 47.5 41,202 63,882

2013年10月 781 763 31 29 25.2 26.3 32,802 32,046 846 934 31 30 27.3 31.1 35,532 39,228

2013年11月 695 819 30 32 23.2 25.6 29,190 34,398 792 1133 30 30 26.4 37.8 33,264 47,586

2013年12月 752 612 31 28 24.3 21.9 31,584 25,704 913 1006 31 28 29.5 35.9 38,346 42,252

2014年1月 828 768 31 31 26.7 24.8 34,776 32,256 999 1381 31 33 32.2 41.8 41,958 58,002

2014年2月 827 810 28 32 29.5 25.3 34,734 34,020 948 1179 28 30 33.9 39.3 39,816 49,518

2014年3月 996 1,143 31 29 32.1 39.4 41,832 48,006 1,066 1519 31 31 34.4 49.0 44,772 63,798

合計 11,873 12,195 365 353 32.5 34.5 498,666 512,190 9,033 11,169 274 263 33.0 42.5 379,386 469,098

売電額発電量ｋｗｈ発電量ｋｗｈ 1日当たり発電量日数 日数 1日当たり発電量売電額

表１ えどそら1号実績 表２ えどそら2号実績

1,141
1,322

1,062
1,209

1,322

938
781

695

752 828 827 996

827 
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1,007 

1,296 

1,285 

1,280 

763 

819 

612 
768 810 

1,143 

0

500

1,000

1,500

2,000

えど・そら１号機発電実績
予測 実績
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●
特
定
供
給
と
密
接
な
関
係 

 
 

今
回
訪
れ
た
３
つ
の
組
合
は
配
電
事
業
だ

け
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
な
ぜ
組
合
な
の
で
し
ょ

う
か
？
そ
の
鍵
は
「
特
定
供
給
」
に
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
電
気
事
業
法
第
17
条
に
定
め
ら

れ
た
も
の
で
、
電
力
会
社
な
ど
の
電
気
事
業
者

以
外
の
者
が
電
気
を
供
給
す
る
場
合
に
、
供 

給
先
ご
と
に
経
産
大
臣
の
許
可
を
得
て
行
わ

れ
る
制
度
で
す
。 

特
定
供
給
の
許
可
要
件
は
、
供
給
者
と
供

給
先
が
「
密
接
な
関
係
」に
あ
る
こ
と
で
す
。
密

接
な
関
係
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

電
気
事
業
法
施
行
規
則
第
21
条
に
よ
る
と
、

①
生
産
工
程･

資
本
関
係･

人
的
関
係
、
②
取

引
関
係
、
③
共
同
し
て
組
合
を
設
立
、
の
３
点

で
す
。
つ
ま
り
、
③
に
基
づ
き
組
合
を
設
立
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
安
房
電
気
利
用

組
合
で
は
株
式
会
社
と
い
っ
た
法
人
格
へ
の
移

行
を
検
討
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
経
産

省
の
回
答
は
「許
可
は
組
合
に
出
し
た
者
で

あ
っ
て
他
の
法
人
格
で
は
認
め
ら
れ
な
い
」と
い

う
も
の
で
し
た
。 

屋
久
島
は
電
力
会
社
に
よ
る
地
域
独
占
を

保
証
し
て
き
た
電
気
事
業
法
の
枠
外
で
電
力

供
給
が
行
わ
れ
て
い
る
訳
で
す
が
、
逆
に
電
力

会
社
が
用
意
し
て
い
る
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー（
夜
間

電
力
料
金
制
度
な
ど
）
は
な
く
、
12
年
７
月
か

ら
始
ま
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電

気
の
固
定
価
格
買
取
も
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

な
お
、
上
屋
久
町
電
気
施
設
協
同
組
合
の
域

内
で
、
１
軒
だ
け
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置

し
た
家
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
家
は
買
取
制
度

が
な
い
こ
と
を
理
解
し
た
上
で
電
気
自
動
車

を
バ
ッ
テ
リ
ー
代
わ
り
に
使
い
、
し
か
も
余
剰

電
力
が
配
電
線
に
流
れ
込
ま
な
い
よ
う
ロ
ッ
ク

を
か
け
て
い
る
そ
う
で
す
。 

実
は
１
９
９
８
年
に
屋
久
島
電
工
か
ら
九
州

電
力
に
対
し
て
３
組
合
の
配
電
事
業
を
移
管

さ
せ
て
欲
し
い
と
の
要
請
が
行
わ
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
九
州
電
力
か
ら
の
回
答

は
「
各
組
合
の
持
つ
配
電
線
を
組
合
負
担
で
九

州
電
力
の
要
求
す
る
レ
ベ
ル
ま
で
改
修
し
た
上

で
タ
ダ
で
譲
っ
て
欲
し
い
」と
い
う
も
の
で
し

た
。
改
修
費
は
安
房
電
気
利
用
組
合
だ
け
で

も
１
億
円
の
負
担
に
な
り
ま
す
。
仮
に
、
譲
渡

し
て
九
州
電
力
に
移
行
し
た
と
し
て
も
本
土

と
は
異
な
る
離
島
特
別
料
金
を
設
定
す
る
の

で
は
な
い
か
と
の
不
安
も
あ
り
、
事
業
移
管
の

話
は
な
く
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
各
配
電
事
業
組
合
の
事
業
収
支
は

ど
こ
も
黒
字
で
す
。
水
力
発
電
の
電
力
を
キ
ロ

ワ
ッ
ト
時
あ
た
り
12
円
で
買
っ
て
き
て
22
円
で

売
る
わ
け
で
す
か
ら
ほ
ぼ
倍
で
す
。
も
っ
と

も
、
そ
れ
だ
け
の
収
益
を
あ
げ
な
い
と
組
合
が

所
有
す
る
配
電
網
の
保
守
管
理
や
改
修
費
用

を
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
組
合
で
は

様
々
な
形
で
地
元
に
利
益
を
還
元
し
て
い
ま

す
。
九
州
電
力
に
移
管
さ
れ
た
ら
そ
う
し
た

地
域
で
の
利
益
還
元
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

事
業
移
管
が
な
く
な
っ
た
背
景
に
は
、
地
域
の

反
対
も
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

●
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
今
後 

３･

11
福
島
第
一
原
発
事
故
を
契
機
に
電

力
自
由
化
を
求
め
る
声
が
高
ま
り
、
電
気
事

業
法
が
改
正
さ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
発
送
電

分
離
は
完
全
な
分
離
で
は
な
く
子
会
社
に
分

か
れ
た
グ
ル
ー
プ
企
業
に
再
編
さ
れ
る
だ
け

で
、
こ
れ
で
は
分
離
に
な
っ
て
い
な
い
と
失
望
の

声
も
聞
か
れ
ま
す
。 

ま
た
、
発
電
と
小
売
は
自
由
化
の
方
向
で

す
が
、
送
配
電
に
つ
い
て
は
「公
共
性
が
高
い
」

と
の
理
由
で
電
力
会
社
に
よ
る
所
有
を
認
め

て
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
発
電
か
ら
小
売
の

間
に
あ
る
送
配
電
で
電
力
会
社
が
自
分
た
ち

に
有
利
な
運
用
を
行
い
新
規
参
入
を
阻
む
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。 

一
方
、
今
年
４
月
か
ら
新
た
な
し
く
み
「自

己
託
送
制
度
」
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
会
社
が
自
社
工
場
の
発
電
設
備
か
ら
電

力
供
給
を
受
け
る
際
に
電
力
会
社
が
所
有
す

る
送
配
電
線
を
使
っ
て
託
送
で
き
る
も
の
で

す
。
制
度
の
対
象
と
な
る
供
給
関
係
は
「密
接

な
関
係
」
。
密
接
な
関
係
と
聞
い
て
お
分
か
り

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
屋
久
島
電
工
が
配
電

組
合
に
行
っ
て
い
る
特
定
供
給
と
同
じ
で
す
。

こ
れ
ま
で
特
定
供
給
は
自
分
た
ち
で
送
配
電

線
を
敷
設
し
た
場
合
に
認
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
が
、
電
力
会
社
の
送
配
電
線
を
使
っ
て
託
送

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

私
は
、
電
力
の
完
全
自
由
化
が
完
成
し
た

時
点
で
、
地
域
で
の
供
給
決
定
権
を
握
る
の
は

配
電
網
だ
と
思
い
ま
す
。
も
し
、
発
電
側
で
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
を
売
り
た
く

て
も
配
電
事
業
者
が
そ
こ
か
ら
買
わ
な
け
れ

ば
売
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
消
費
者

が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
を
買
い

た
く
て
も
配
電
事
業
者
が
そ
こ
か
ら
買
わ
な

け
れ
ば
買
え
ま
せ
ん
。
先
に
自
由
化
し
た
ド
イ

ツ
で
は
、
市
民
や
自
治
体
が
地
域
の
配
電
網
を

買
い
取
ろ
う
と
す
る
動
き
が
活
発
で
す
。
そ
れ

は
配
電
網
を
買
い
取
る
こ
と
で
供
給
決
定
権

を
握
る
こ
と
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る

電
力
を
買
う
近
道
だ
か
ら
で
す
。 

今
回
、
屋
久
島
を
訪
れ
た
こ
と
で
、
将
来
の

電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
＝
発
送
電
分
離
の
イ
メ
ー

ジ
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
域
分
散

型
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
す
る
上

で
、
地
域
に
と
っ
て
望
ま
し
い
し
く
み
と
は
何

な
の
か
、
市
民
の
側
が
声
を
挙
げ
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
す
。 

 

経産省が今年4月から

導入した「自己託送制

度」による電力供給の
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村
離
島
電
気
導
入
事
業
に
よ
る
も
の
で
す
。 

 

元
々
、
屋
久
島
南
部
で
は
集
落
や
地
域
農

協
を
主
体
と
し
た
電
気
利
用
組
合
に
よ
る
発

電
が
細
々
と
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

屋
久
島
電
工
の
安
房
川
発
電
所
完
成
を
機

に
、
旧
屋
久
町
は
九
州
電
力
に
対
し
て
一
般

供
給
を
行
う
よ
う
要
請
し
ま
し
た
が
、
島
に

水
利
権
を
持
た
な
い
九
州
電
力
は
発
電
所
を

建
設
で
き
ず
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
通
産
省

に
陳
情
を
続
け
た
結
果
、
農
山
漁
村
離
島
電

気
導
入
事
業
に
よ
る
配
電
線
の
整
備
が
決
ま

り
、
１
９
６
１
年
に
福
岡
通
商
産
業
局
の
指
導

で
屋
久
島
農
協
が
事
業
主
体
と
し
て
運
営
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

農
協
が
電
力
供
給
を
行
う
の
は
組
合
員
の

生
活
向
上
の
た
め
と
い
う
理
屈
で
す
が
、
組
合

員
に
な
る
に
は
農
業
を
行
う
農
業
者
の
資
格

が
必
要
で
す
。
農
業
を
し
て
い
な
い
住
民
は
５

千
円
の
出
資
金
を
払
え
ば
准
組
合
員
に
な
れ

ま
す
。
ま
た
、
メ
ー
タ
ー
の
検
針
や
電
気
料
金

の
集
金
は
、
農
協
が
配
電
し
て
い
る
14
集
落

（
区
）の
区
が
請
け
負
い
、
農
協
は
毎
月
２
１
６

万
円
の
手
数
料
を
支
払
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
収

益
は
区
長
の
人
件
費
や
イ
ベ
ン
ト
経
費
と
し
て

使
わ
れ
、
こ
の
請
負
制
に
よ
り
未
収
金
は
発
生

し
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

ま
た
、
電
気
料
金
は
こ
れ
ま
で
基
本
料
金
４

百
円
＋
従
量
料
金
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
あ
た
り
23

円
の
み
の
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
し
た
が
、
屋
久
島

電
工
か
ら
の
仕
入
れ
価
格
は
基
本
料
金
が
同

７
百
円
で
赤
字
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で

２
年
前
に
リ
ミ
ッ
タ
ー
制
を
導
入
し
、
基
本
料

金
を
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
制
度
に
改
正
し

た
そ
う
で
す
。
現
在
、
電
気
事
業
は
年
間
５
億

円
で
純
利
益
は
４
千
７
百
万
円
の
黒
字
で
す
。

し
か
し
、
種
子
島
農
協
と
の
合
併
に
伴
い
、
本

部
が
種
子
島
に
移
っ
た
こ
と
か
ら
収
益
は
全
て

本
部
に
吸
い
上
げ
ら
れ
て
し
ま
い
、
事
業
に
十

分
な
資
金
が
回
せ
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

●
事
実
上
は
町
営
事
業 

 
 

最
後
に
訪
れ
た
の
が
、
屋
久
島
町
役
場
の
電

気
庁
舎
で
す
。
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
電

気
課
の
管
理
係
長
の
内
田
さ
ん
で
す
。
最
初
に

述
べ
ま
し
た
が
、
屋
久
島
電
工
か
ら
電
力
供
給

を
受
け
て
い
る
の
は
「上
屋
久
町
電
気
施
設
協

同
組
合
」で
す
。
な
ぜ
、
町
役
場
が
担
当
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

屋
久
島
北
部
で
は
、
西
部
の
永
田
地
区
だ

け
が
屋
久
島
水
力
電
気
に
よ
る
電
力
供
給
を

受
け
て
い
る
も
の
の
、
宮
之
浦
地
区
な
ど
は
そ

の
恩
恵
を
被
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
戦
後
、
旧

上
屋
久
村
役
場
に
よ
る
発
電
事
業
が
１
９
５
２

年
に
始
ま
り
、
村
内
へ
の
電
力
供
給
が
始
ま
り

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
１
９
６
０
年
に
屋
久
島
電

工
の
安
房
川
第
一
発
電
所
が
完
成
し
、
九
州

電
力
に
よ
る
供
給
を
要
請
し
ま
し
た
が
受
け

入
れ
ら
れ
ず
、
村
で
は
「上
屋
久
村
電
気
施
設

協
同
組
合
」を
設
立
し
屋
久
島
電
工
か
ら
電

力
供
給
を
受
け
、
町
は
協
同
組
合
か
ら
配
電

事
業
を
委
任
さ
れ
る
形
で
運
営
に
担
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

 
 

電
力
は
屋
久
島
電
工･

宮
之
浦
工
場
に
あ

る
宮
之
浦
変
電
所
で
受
電
し
、
東
西
23
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
地
域
に
配
電
し
て
い
ま
す
。
供
給

出
力
は
９
千
３
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
普
段
は
７
千
キ

ロ
ワ
ッ
ト
程
度
と
の
こ
と
で
し
た
。
配
電
線
に
は

60
カ
所
の
開
閉
器
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
停
電

時
に
対
応
で
き
る
ま
す
が
、
ど
う
や
っ
て
停
電

地
域
や
原
因
を
特
定
す
る
の
か
聞
い
て
み
る

と
長
年
の
経
験
と
の
返
事
。
し
か
し
、
14
年
度

か
ら
配
電
線
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る
設
備
を

設
置
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

配
電
事
業
に
関
す
る
予
算
は
一
般
会
計
で

は
な
く
特
別
会
計
で
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
09

年
度
の
審
査
報
告
書
に
よ
る
と
約
６
・２
億
円

の
支
出
に
対
し
て
収
入
は
約
７
億
円
と
純
利

益
は
約
８
千
万
円
で
す
。
支
出
に
は
、
保
守
管

理
費
２
千
万
円
、
集
金
人
７
名
へ
の
委
託
費
１

千
万
円
、
電
設
事
業
者
組
合
へ
の
検
針
委
託

費
２
４
０
万
円
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

「
協
同
組
合
の
設
立
当
初
は
出
資
金
を
募
っ
た

よ
う
で
す
が
、
現
在
組
合
費
な
ど
の
徴
収
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
旧
上
屋
久
町
地
域
の
住
民

で
あ
る
こ
と
が
資
格
の
よ
う
な
も
の
で
、
転
居

者
は
電
気
課
に
申
込
み
手
続
き
を
す
れ
ば
供

給
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
２
ヶ
月
料
金
を
滞
納
し

た
ら
供
給
を
停
止
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」 

 

ち
な
み
に
、
永
田
地
区
の
配
電
を
担
う
九
州

電
力
も
屋
久
島
電
工･

宮
之
浦
工
場
に
あ
る

宮
之
浦
変
電
所
で
受
電
し
て
か
ら
永
田
地
区

に
送
電
し
て
い
ま
す
が
、
宮
之
浦
地
区
か
ら
永

田
地
区
ま
で
は
九
州
電
力
の
送
電
線
と
屋
久

島
町（
上
屋
久
村
電
気
施
設
協
同
組
合
）の
配

電
線
が
平
行
し
て
い
ま
す
。 

 

町と九電の配電線が平行する 

屋
久
島
町
電
気
庁
舎 

種子屋久農協 尾之間変電所 


